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北海道胆振東部地震復興特別委員会 

委員会調査資料 

（令和 6 年 8 月 6 日） 

（現地調査） 

① 厚真川水系直轄砂防災害関連緊急事業完成箇所

② 厚真川水系直轄特定緊急砂防事業完成箇所

③ 災害関連緊急治山事業完成箇所

（事務調査） 

① 災害関連復旧事業について

建設課土木グループ 

産業経済課林業・森林再生推進グループ
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

あ づ ま

厚真川水系直轄砂防事業

北海道開発局 室蘭開発建設部

苫小牧砂防海岸事務所

令和6年8月6日
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1
平成30年北海道胆振東部地震概要

出典：平成30年北海道胆振東部地震の評価
（平成30年10月12日 地震研究推進本部地震調査委員会）

震源地等 ：胆振地方中東部

M6.7 深さ37km （暫定値）

震度：【最大震度7】

震度7 ：厚真町

震度6強：安平町、むかわ町

震度6弱：千歳市、日高町、平取町、

札幌市東区

震度5強：札幌市（北区･白石区･手稲

区･清田区）、江別市、恵庭市、

三笠市、長沼町、苫小牧市、

新冠町、新ひだか町

発 生 時 刻 ： 平成30年9月6日 03時07分
被 害 ： 死者44名（うち関連死3名）、重軽傷者785名、建物被害31,457棟、※1

最大停電戸数295万戸、最大断水戸数68,249戸等※2

土砂災害関連 ： 土砂災害発生件数227件、土砂災害による死者36名
※1：北海道 「平成30年北海道胆振東部地震による被害状況等（第121報）」より

い ぶ り と う ぶ

※2：内閣府 「平成30年北海道胆振東部地震に係る被害状況等について」より
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関東地震

今市地震
新潟地震

伊豆半島沖地震
伊豆大島近海地震 北海道南西沖地震

兵庫県南部地震
鹿児島県北西部地震

新潟県中越地震

能登半島地震

新潟県中越沖地震

岩手・宮城内陸地震
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熊本地震

北海道胆振東部地震

0.01

0.1

1

10

100

6.0 6.5 7.0 7.5 8.0 8.5 9.0 9.5

地震の規模（マグニチュード）

過去の地震の規模と崩壊面積

北海道胆振東部地震の崩壊面積は、明治以降の主要な地震災害の中で最も多い

１．北海道胆振東部地震のデータは（国研）寒地土木研究所調べ。航空写真等により判読可能な表層崩壊の面積を集計した数値。
２．過去のデータは『武澤2013：地震による斜面崩壊発生場の予測に関する研究』のデータを使用。そのうち1997年の鹿児島県北西部地震のデータは、3月26日の地震の後に発生した5月13日の地震による新

規・拡大崩壊も加えている。

ついては「Tanyas et al（2017）」、熊本地震については 「立野ダム建設に係る技術委員会報告書」 のデータを使用。

崩
壊
面
積

（
ｋ
ｍ

２
）

地震の
規模

崩壊面積

マグニ
チュード

km2

1 濃尾地震 1891 年 10 月 28 日 8.0 10.8

2 北丹後地震 1927 年 3 月 7 日 7.3 3.4

3 関東地震 1923 年 9 月 1 日 7.9 8.0

4 今市地震 1949 年 12 月 26 日 6.7 0.6

5 新潟地震 1964 年 6 月 16 日 7.5 0.3

6 伊豆半島沖地震 1974 年 5 月 9 日 6.9 0.7

7 伊豆大島近海地震 1978 年 1 月 14 日 7.0 1.4

8 北海道南西沖地震 1993 年 7 月 12 日 7.8 1.0

9 兵庫県南部地震 1995 年 1 月 17 日 7.3 0.3

10 鹿児島県北西部地震 1997 年 3 月 26 日 6.5 0.1

11 新潟県中越地震 2004 年 10 月 23 日 6.8 11.2

12 能登半島地震 2007 年 3 月 25 日 6.9 0.1

13 新潟県中越沖地震 2007 年 7 月 16 日 6.8 0.2

14 岩手・宮城内陸地震 2008 年 6 月 14 日 7.2 10.2

15 東北地方太平洋沖地震 2011 年 3 月 11 日 9.0 4.4

16 熊本地震 2016 年 4 月 16 日 7.3 2.9

17 北海道胆振東部地震 2018 年 9 月 6 日 6.7 44.0

No. 地震名 年月日

北海道胆振東部地震の崩壊面積と過去の地震災害の比較

３．上記のデータにないもののうち、新潟県中越地震については「関口ら2006：新潟県中越地震における斜面崩壊の特徴と分布」、岩手・宮城内陸地震については「yagi et al（2009）」、東北地方太平洋沖地震に

                            － 5 －
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厚幌ダム
厚真町

あつま

安平町

あびら

厚真町
市街地

あつま

富里

吉野

厚真ダム

河道閉塞箇所

厚真町

富里

東和川

吉野

チケッペ川

日高幌内川

・震度7を記録した厚真川流域内で多数の山腹崩壊が発生、人家等に甚大な被害が発生

平成30年北海道胆振東部地震において発生した土砂災害

あつまちょう
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厚真川水系における直轄砂防事業について

⼤規模河道閉塞

日高幌内川

チケッペ川支川

チカエップ川

チケッペ川

東和川

厚真町市街地

厚幌ダム

日高幌内川緊急対策工事

東和川緊急対策工事

チカエップ川緊急対策工事

チケッペ川緊急対策工事

・ 厚真川水系日高幌内川において大規模な河道閉塞が発生
・ チケッペ川、チカエップ川、東和川では大規模な山腹崩壊が発生し、河道内に不安定土砂が大量に堆積
・ 今後の降雨等に伴い、河道閉塞部の越流侵食による大規模な土砂災害や、不安定土砂等の再移動による
二次災害を防ぐための緊急的な砂防工事を実施

厚真町
あつまちょう
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北海道胆振東部地震発生
TEC-FORCEにより現地調査開始

北海道知事より、日高幌内川、チケッペ川（チケッペ
川支川チカエップ川）、東和川について、国による直
轄砂防事業実施について要請

厚真町タイムライン策定（運用開始）

直轄砂防事業着手（災害関連緊急事業：日高幌内川）

「厚真川水系土砂災害復旧事業所」設置

地元説明会実施（幌内・東和・幌里・桜丘地区）

砂防設備の技術検討を開始

チケッペ川、チカエップ川、東和川の直轄事業着手

日高幌内川 緊急対策砂防設備 完成

H30.10.8 撮影

厚真川水系直轄砂防事業の経緯①

９月６日

９月２５日

９月２９日

１０月 １日

１０月 ２日

１０月～

１０月～

１１月 １日

３月２６日

日高幌内 山腹崩壊状況 日高幌内 現地調査状況

日高幌内 冬期間の工事状況 日高幌内 夜間施工状況

基幹砂防堰堤

R元.5.29 撮影

日高幌内 緊急対策前 日高幌内 緊急対策後

～ 厳冬期含め２４時間体制(日高幌内川)で、工事を実施 ～

平成30年度（２０１８年度）

－ 8 －



6
厚真川水系直轄砂防事業の経緯②

平成31（令和元）年度（２０１９年度）

４月 １日

４月～

４月３０日

７月２９日

８月 ８日

３月 ９日

事業所名を「厚真川水系砂防事業所」に改称

特定緊急砂防事業着手
（恒久対策の調査・設計・検討開始）
チカエップ川 緊急対策砂防設備 完成

東和川 緊急対策砂防設備 完成

チケッペ川 緊急対策砂防設備 完成

砂防指定地 告示

令和３年度（２０２１年度）

地元説明会

赤羽国土交通大臣現地視察

恒久対策施工状況
（チケッペ川）

○緊急対策砂防設備完成後、砂防指定地の指定に向けて
関係機関・地権者との協議を実施

恒久対策施工状況
（東和川）

令和２年度（２０２０年度）

令和４年度（２０２２年度）

令和元年10月27日 撮影

中山国土交通副大臣現地視察

令和４年1月14日 撮影

令和2年7月31日 撮影令和2年7月31日 撮影

砂防工事 技術検討会議

４月～

４月～

４月～

３月

３月３１日

恒久対策工事を開始

恒久対策工事を継続

恒久対策工事を継続

恒久対策工 完成

「厚真川水系砂防事業所」閉所

令和５年度（２０２３年度）
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

厚真川水系日高幌内川
緊急対策工

あ づ ま

（災害関連緊急事業）
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①河道閉塞部を下流から望む ②河道閉塞天端付近（越流開始点）

日高幌内川

移動⻑
約350m

移動土塊
約800m

②

①

③

日高幌内川 大規模河道閉塞概要①
大規模な河道閉塞が発生

幅約400m、長さ約800mの尾根が約350m崩落し、河道を約1,100m閉塞

河道閉塞部の高さ：約50m 閉塞部推定土量：約500万m3 湛水量：最大1,300万m3 （閉塞したまま放置した場合）
越流が生じ、閉塞土砂が侵食され、決壊した場合に、下流の幌内地区、厚真町市街地への被害が想定されることから緊急的な対策工が必要。

③滑落崖付近の状況

崩壊後地盤線
崩壊前地盤線
推定すべり面

左岸 右岸

大規模崩壊断面図

直下流の民家

平成30年9月8日撮影
河道閉塞部

－ 11 －
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日高幌内川 大規模河道閉塞概要②

・河道閉塞箇所の地震前後のオルソを立体的に表示
・尾根が移動している状況が見受けられる
・200m～300m幅の谷底平野が地震後に埋没

【発災前】

【発災後】

ストリートビューより

－ 12 －
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大規模河道閉塞発生前

－ 13 －
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平成30年10月8日撮影

大規模河道閉塞発生後

－ 14 －



12

①川の流れが⼟砂でせき⽌めら
れ、上流側に⽔がたまる

②河道閉塞箇所の上を、細い⽔路に
なって水があふれ始める

③⽔路が広がり、
土砂がくずれ始める(決壊)

④くずれた土砂が水とまじって、
⼤きな⼟⽯流となる

大規模河道閉塞による危険性

平成29年7⽉九州北部豪⾬
（⼟⽯流イメージ）
国⼟交通省ホームページ

－ 15 －
資料提供 NPO法人土砂災害防止広報センター
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厚真川水系日高幌内川の湛水状況

平成30年9月28日撮影 平成31年4月10日撮影平成30年11月6日撮影

令和2年8月18日撮影
※他事業で湛水地を埋める工事を実施中

令和4年9月30日撮影 令和5年4月13日撮影
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◯ 斜⾯崩壊および河道閉塞全体を把握するため、ヘリおよび地上から確認

◯ 河道閉塞上流の湛⽔箇所への運搬路を造成し、アクセス性を確保

上流側 水位計（投下型水位観測ブイ）上流側 監視カメラ

重機による運搬路造成河道閉塞全体を踏査により把握ヘリによる全体像の確認

ヘリによる資機材運搬

◯ 監視機器として、監視カメラ（上下流）、⽔位計（上下流）を迅速に設置

商用電源がなく、携帯電波が通じないため、ソーラー発電および衛星電波を用いて通信

◯ 崩壊⼟砂による悪路や河道閉塞上流への道路が未啓開のため、特装⾞やヘリを活⽤し資機材を運搬

特装⾞による資機材運搬

投下型水位観測ブイ ヘリで運搬し
⼈⼒で設置カメラ

発災直後の緊急的な対応（現地調査・監視機器設置）

－ 17 －
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日高幌内川（緊急対策工）
◯ 緊急対策では、「湛⽔量の低減（決壊流量規模の低減）」、「河道閉塞部の安定化・侵⾷防⽌」、「下流への流出⼟
砂抑制」を目的した対策を実施

◯ 施工機械セット数の増加、施工機械の大型化、24時間施工、ICT建設機械（0.8m3級バックホウ）の導入、プレキャ
スト化などによる作業効率の向上を図りながら実施

【緊急対策⼯の主な⼯種と数量】

• 掘削工 V=340,000m3

• 盛土工 V=340,000m3

• ⽔路⼯ L=830m W=20m A=13,000m2

• 基幹砂防堰堤 ⾼さ（越流部 H=3.8m ⾮越流部 H=6.0m） 、L=144m ブロック使⽤数量 N=2,628個

• 下流砂防堰堤 ⾼さ（越流部 H=3.1m ⾮越流部 H=5.8m） 、L= 94m ブロック使⽤数量 N=1,276個
※砂防堰堤は備蓄ブロックを活用

施工セット数の増加、施工機械の大型化① 夜間施工状況①

夜間施工状況②施工セット数の増加、施工機械の大型化②

ICT施工（掘削作業）

水路工（大型連節ブロック）－ 18 －
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基幹砂防堰堤

⽔路⼯

下流砂防堰堤

湛水池

掘削

盛土

緊急対策工は、融雪出水期前の平成31年3月26日に完成

緊急対策工完成状況 （上流側から望む）

基幹砂防堰堤

下流砂防堰堤

⽔路⼯

移動土塊

－ 19 －
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H30.10.3 撮影

緊急対策工完成前後① （着工直後 上流側から望む）

－ 20 －
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緊急対策工完成前後① （完成後 上流側から望む）

R元.5.29 撮影

切⼟区間

湛水池

⽔路⼯

盛土区間

基幹砂防堰堤

－ 21 －
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H30.10.8 撮影

緊急対策工完成前後② （着工直後 下流側から望む）

－ 22 －
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緊急対策工完成前後② （完成後 下流側から望む）

盛土区間

基幹砂防堰堤

R元.5.29 撮影

切⼟区間

⽔路⼯

－ 23 －
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緊急対策工完成前後③ （完成後 下流側から望む）

下流砂防堰堤

R元.6.26 撮影

日高幌内川

－ 24 －



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

あ づ ま

厚真川水系日高幌内川
恒久対策工

（特定緊急砂防事業）

－ 25 －
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下流砂防堰堤

0 m005

渓流保全工

管理用道路

下流ブロック砂防堰堤

基幹ブロック砂防堰堤

凡 例

工事箇所(緊急対策工)

工事箇所(恒久対策工)

域区定指防砂

日高幌内川

基幹砂防堰堤

水路工

日高幌内川（恒久対策工 概要図）

基幹砂防堰堤：堤高 11.5m、堤頂 170m

下流砂防堰堤：堤高 8.74m、堤頂 146.3m

渓流保全工：延長 295.5m

水路工：延長 389.7m

（緊急対策工：撤去済み）

（緊急対策工：撤去済み）

－ 26 －
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日高幌内川（恒久対策工）

基幹堰堤（恒久対策）

○ 恒久対策では計画規模に対応した砂防設備を整備
・基幹堰堤：緊急対策で整備した堰堤の下流側にコンクリート堰堤を整備。

・水路工：大型連節ブロックにコンクリートを増打ちし流下能力を向上。

・渓流保全工：法線を中央側とし、上流側の水路工に接続するよう設置。

・下流堰堤：拡幅したブロック堰堤を整備。

○ 恒久対策工の整備内容
基幹堰堤：コンクリート量約11,700m3を打設、水路工：延長389.7m、渓流保全工：床固め工4基と帯工1基（延長295.5m）、下流堰堤を実施

基幹砂防堰堤

－ 27 －
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渓流保全工

基幹砂防堰堤

日高幌内川基幹砂防堰堤・渓流保全工完成状況（R6.4.26撮影）

日高幌内川（恒久対策工）

－ 28 －
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下流砂防堰堤

日高幌内川（恒久対策工）

－ 29 －
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移動⼟塊の更なる崩壊、湛⽔池の⽔位上昇による越流の危険性を監視
・水位計、⾬量計、監視カメラ、崩壊検知センサー、GNSS観測、孔内傾斜計、パイプひずみ計
孔内水位計の設置

・湛水位情報はWEB上で確認できる体制を構築

【監視機器の整備】

日高幌内川（防災対応の取組事例）①

－ 30 －
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日高幌内川（防災対応の取組事例）②

電光掲示板・警報装置

気象予測・気象データ計測が可能である自然災害防災システム「ZEROSAI」を採用

・Webカメラにてリアルタイムで現場監視を⾏うことにより、荒天時（河川水位上昇等）の現場状況を把握。

・計測機器の設置により、設定した警戒基準に達した際にメールにて通知するとともに、現場に設置した電光掲示板お

よび警報装置にて現場作業員に警告を知らせる。現場作業員は、警告を受けた際に迅速な避難⾏動が可能となる。

Webカメラ画像

ZEROSAI（計測機器）

水位計

⽇⾼幌内川渓流保全⼯事

8月4日12時20分発表

熱中症設定値︓25(℃)

日時 熱中症指数

（度）

08/04

13:00 32.0

気温警報メール

風向・風速計

⾬量計

Webカメラ

温度・湿度計

水位計

⽇⾼幌内川渓流保全⼯事

7月23日13時25分発表

水位が設定値以上を観測しました

水位設定値︓2.59m

観測⽇時︓7月23日13時25分

⽔位観測値︓2.59m

水位警報メール

厚真町

8月3日 15時30分

雷注意報

気象警報メール

－ 31 －



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

厚真川水系日高幌内川
移動土塊状況

あ づ ま

－ 32 －
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厚真川水系日高幌内川の移動土塊状況①

平成30年9月8日撮影 令和2年11月27日撮影令和元年9月27日撮影

令和3年4月15日撮影 令和4年4月13日撮影 令和5年4月27日撮影

－ 33 －
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厚真川水系日高幌内川の移動土塊状況②

平成30.9.8 撮影

－ 34 －
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厚真川水系日高幌内川の移動土塊状況③

令和5.4.27 撮影

－ 35 －



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

北海道開発局 室蘭開発建設部

厚真川水系土砂災害復旧事業所

平成31年4月25日

チケッペ川土砂災害対策

－ 36 －
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チケッペ川 地震発災前

－ 37 －
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チケッペ川 地震発災後

平成30年9月撮影

－ 38 －
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チケッペ川（緊急対策工＋恒久対策工）

≪緊急対策工 実施概要≫
砂防堰堤 ：
堤高約9m、堤長約140m

緊急対策工 着工前

緊急対策工 完成 恒久対策工 完成

◯ 不安定⼟砂の再移動を防⽌するため、緊急的な砂防堰堤を整備。令和元年8月完成。

◯ 令和2年度より、計画規模に対応した砂防堰堤のかさ上げ等を実施。令和6年3月完成。

≪恒久対策工 実施概要≫
砂防堰堤 ：
堤高約15m、堤長約230m
ｺﾝｸﾘｰﾄ約13,700m3打設

チ
ケ
ッ
ペ
川

R2年6月1日撮影 R6年4月26日撮影

砂防堰堤かさ上げイメージ

チ
ケ
ッ
ペ
川

－ 39 －
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厚真川水系チケッペ川工事完成までの流れ

令和3年8月31日撮影

令和2年6月1日撮影（緊急対策完成後）地震直後 令和元年6月27日撮影（緊急対策施工中）

砂防堰堤

砂防堰堤

令和4年9月30日撮影

工事用道路

砂防堰堤

チ
ケ
ッ
ペ
川

工事用道路

砂防堰堤

チ
ケ
ッ
ペ
川

チ
ケ
ッ
ペ
川

チ
ケ
ッ
ペ
川

チ
ケ
ッ
ペ
川

付替町道

砂防堰堤

チ
ケ
ッ
ペ
川

令和5年10月24日撮影

－ 40 －
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チケッペ川 緊急対策工完成前後 （着工直後 下流側から望む）

－ 41 －
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チケッペ川状況（R1.8.9撮影）

チケッペ川 緊急対策工完成前後 （完成後 下流側から望む）

砂防堰堤

－ 42 －
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付替町道

砂防堰堤

チケッペ川砂防堰堤完成状況（R6.4.26撮影）

チケッペ川（恒久対策工完成状況）

－ 43 －



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

北海道開発局 室蘭開発建設部

厚真川水系土砂災害復旧事業所

平成31年4月25日

チカエップ川土砂災害対策

－ 44 －
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チカエップ川 地震発災前

－ 45 －
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チカエップ川 地震発災後

平成30年9月撮影 － 46 －
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◯ 不安定⼟砂の再移動を防⽌するため、緊急的な砂防堰堤を整備。平成31年4月完成。

◯ 令和2年度より、計画規模に対応した砂防堰堤のかさ上げ等を実施。

チカエップ川（緊急対策工＋恒久対策工）

≪緊急対策工 実施概要≫
地盤改良：約7,200m3

砂防堰堤 ：
堤高約6m、堤長約110m

≪恒久対策工 実施概要≫
地盤改良 ： 8,400m3

砂防堰堤 ：
堤高約10m、堤長約170m
ｺﾝｸﾘｰﾄ 約7,500m3打設

緊急対策工 完成 恒久対策工 完成

緊急対策工 着工前

チ
カ
エ
ッ
プ
川

R2年6月1日撮影

砂防堰堤かさ上げイメージ

チ
カ
エ
ッ
プ
川

－ 47 －
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チ
カ
エ
ッ
プ
川

チカエップ川 工事完成までの流れ

工事用道路 砂防堰堤

令和3年8月31日撮影

東
和
川

令和2年6月1日撮影（緊急対策完成後）地震直後 平成31年3月15日撮影（緊急対策施工中）

砂防堰堤

砂防堰堤

チ
カ
エ
ッ
プ
川

チ
カ
エ
ッ
プ
川

令和4年9月30日撮影

工事用道路

砂防堰堤

チ
カ
エ
ッ
プ
川

工事用道路

砂防堰堤
チ
カ
エ
ッ
プ
川

砂防堰堤

付替町道

砂防堰堤

チ
カ
エ
ッ
プ
川

令和5年11月27日撮影

－ 48 －
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チカエップ川状況（H30.9.23撮影）

チカエップ川 緊急対策工完成前後 （着工直後 下流側から望む）

－ 49 －
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チカエップ川 緊急対策工完成前後 （完成後 下流側から望む）

砂防堰堤

－ 50 －
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付替町道

砂防堰堤

チカエップ川砂防堰堤完成状況（R6.4.26撮影）

チカエップ川（恒久対策工完成状況）

－ 51 －



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

北海道開発局 室蘭開発建設部

厚真川水系土砂災害復旧事業所

平成31年4月25日

東和川土砂災害対策

－ 52 －
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東和川 地震発災前

－ 53 －



51
東和川 地震発災後

平成30年9月撮影 － 54 －
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◯ 不安定⼟砂の再移動を防⽌するため、緊急的な砂防堰堤を整備。令和元年7月完成。

◯ 令和2年度より、計画規模に対応した砂防堰堤のかさ上げ等を実施。令和6年3月完成。

東和川（緊急対策工＋恒久対策工）

≪緊急対策工 実施概要≫
地盤改良 ： 18,700m3

砂防堰堤 ：
堤高約6m、堤頂長約100m

≪恒久対策工 実施概要≫
地盤改良 ： 9,000m3

砂防堰堤 ：
堤高約12m、堤長約150m
ｺﾝｸﾘｰﾄ約5,600m3打設

緊急対策工 完成 恒久対策工 完成

緊急対策工 着工前

東
和
川

R2年4月27日撮影 R6年4月26日撮影

砂防堰堤かさ上げイメージ

東
和
川

－ 55 －
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令和4年9月30日撮影

工事用道路

砂防堰堤

工事用道路 砂防堰堤

令和3年8月31日撮影

東
和
川

東
和
川

東
和
川

令和2年4月27日撮影（緊急対策完成後）

砂防堰堤設置位置

東
和
川

地震直後

東
和
川

令和元年6月6日撮影（緊急対策施工中）

砂防堰堤

砂防堰堤

付替町道

砂防堰堤
東
和
川

令和5年11月29日撮影

東和川 工事完成までの流れ

－ 56 －
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砂防堰堤設置位置

東和川状況（H30.9.23撮影）

東和川 緊急対策工完成前後 （着工直後 下流側から望む）

－ 57 －
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東和川状況（R1.8.7撮影）

東和川 緊急対策工完成前後 （完成後 下流側から望む）

砂防堰堤

－ 58 －



5656

付替町道

砂防堰堤

東和川砂防堰堤完成状況（R6.4.26撮影）

東和川（恒久対策工完成状況）

－ 59 －



○災害の概要

災害日時：

災害箇所：

災害状況：

平成30年9月6日発生（平成30年9月6日3時7分発生 平成30年北海道胆振東部地震）

北海道勇払郡厚真町字東和 （東和地区Ｂ）

地震により山腹崩壊が発生し、斜面下方の人家、農地や町道へ倒木を含んだ土砂が流出し堆積した。

○箇所概要

○復旧内容

平成30年12月に堆積土や倒木の除去等に係る応急工事
を先行して実施。

山腹内には、不安定な土砂が残存しており、今後の余震
や降雨による再崩壊によって流出の危険が高い状況であり
新たな被害が懸念されることから、それらを防止する目的
として、災害関連緊急治山事業により山腹対策を実施し、
斜面の早期安定を図る。

○工事完了の状況

平成３1年3月から復旧山腹対策（土留工、暗渠工、
法枠工、法切工等）を施工し、令和2年3月に復旧工事
が完了した。

説明箇所 東和地区Ｂ 災害関連緊急治山事業 胆振総合振興局林務課

被 害：人家、町道、農地
本工事費等 ： 816百万円
工 種：土留工、水路工、暗渠工、法枠工、実播工、伏工、

法切工、流木対策工
保安林：土砂崩壊防備保安林 令和2年6月26日 Ｄ第446号

－ 60 －



説明箇所 東和地区Ｂ 災害関連緊急治山事業 胆振総合振興局林務課

法枠工(35°以上)
D山腹

土砂崩壊防備保安林
令和2年6月26日 Ｄ第446号

Ｅ山腹

Ｄ山腹

－ 61 －



新庁舎周辺等整備調査検討特別委員会

所管事務調査資料

（令和６年８月９日）

（事務調査）

① 庁舎周辺等整備基本構想・基本計画等について

総務課庁舎周辺等整備推進室
－ 62 －



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

役場庁舎

文化交流施設

広場・公園
道路・駐車場

2024年度(R6) 2027年度(R9) 2028年度(R10)2023年度(R5) 2025年度(R7) 2026年度(R8)

仮移転

施 工

実施設計 施 工

青少年センター解体

道路・駐車場整備①

庁舎別館解体

引越DB選定

仮移転

DB選定

道路・駐車場整備②
道路・駐車場

整備③

児童会館

創作館

解体

広場・公園整備②

道路・駐車場整備④道路・駐車場関連実施設計(全体)

実施設計

広場実施設計

（文化交流施設と一体的に実施予定）

庁舎別館

解体設計

児童会館

創作館

解体設計

測量調査

引

越

広場・公園整備①

１ 事業スケジュール
【R6.4】

【R6.8】

2028年度(R10)

4-6 7-9 10-12 1-3

2024年度(R6) 2025年度(R7) 2026年度(R8) 2027年度(R9)

4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

2029年度(R11) 2030年度(R12) 2031年度(R13) 2032年度(R14) 2033年度(R15) 2034年度(R16)

1-34-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-34-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

役場庁舎

文化交流施設

広場・公園
道路・駐車場
上下水道

4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-910-12 1-3 4-6 7-9 10-12

実施設計 施 工

青少年

センター

解体

仮

移

転

引

越

DB

選定

設計内容

精査

実施設計 施 工
引

越

基本設計②
(既存施設含む)

DB

選定

現庁舎

取扱方針

検討

仮

移
転

庁舎別館

解体

庁舎

別館

解体
設計

創作館

解体

設計

創作館

解体

児童

会館

解体
設計

児童

会館
解体

測量

調査

実施設計

(道路・駐車場) 道路・

駐車場

整備①

道路・

駐車場

整備②

道路・

駐車場

整備③

旧母子

ｾﾝﾀｰ

解体
設計

旧母子

ｾﾝﾀｰ

解体

道路・駐車場

整備④

道路・駐車場

整備⑤

実施設計(広場)

※文化交流施設と一体的に実施予定

広場・公園

整備①

広場・公園

整備②

広場・公園

整備③

実施設計
(上下水道)

上下水道移設

・福祉センター通り線の切り回し ・京町1号線拡幅

・ゆくり・福祉センター裏外周道路整備
・京町公園横、ゆくり裏駐車場整備

・中央部(文化交流施設側)

の広場整備

・ 商工会館、創作館跡地駐車場整備

・新庁舎横道路新設

・新庁舎横インフラ(上下水道）移設

・京町公園の整備

・福祉センター前駐車場整備

・旧母子センター跡地駐車場整備

・旧児童会館跡地駐車場整備

・現庁舎横道路整備

・現庁舎前駐車場整備

・中央部(現庁舎裏側)の広場整備

【R6.4 基本設計】

【R5.3 基本構想・基本計画】 ※積算はR4.1時点の物価による

※現在、事業費等の見直し作業を行っています。

２ 事業費について ※工事費抜粋

区分 面積(㎡) 事業費 特定財源 一般財源

建設 2,952 2,977,000 2,706,700 270,300

建設 2,969 2,675,000 2,407,500 267,500

310,000 200,000 110,000

ｱｲﾇ展示 250,000 200,000 50,000

震災ｱｰｶｲﾌﾞ 60,000 0 60,000

整備 - 1,562,000 1,261,100 300,900

(税抜、単位：千円)

施設名

新役場庁舎

文化交流施設

外構

展示 -

区分 面積(㎡) 事業費 特定財源 一般財源

建設 2,900 2,070,000 2,070,000 0

2,360 1,642,000 1,591,800 50,200

文化交流施設 2,000 1,391,800 1,391,800 0

(仮称)ｱｲﾇ歴史文化ｾﾝﾀｰ 360 250,200 200,000 50,200

整備 - 745,000 745,000 0

(税抜、単位：千円)

施設名

新役場庁舎

文化交流施設

外構

建設

－ 63 －



事業スケジュール
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

役場庁舎

文化交流施設

広場・公園
道路・駐車場

2024年度(R6) 2027年度(R9) 2028年度(R10)2023年度(R5) 2025年度(R7) 2026年度(R8)

仮移転

施 工

実施設計 施 工

青少年センター解体

道路・駐車場整備①

庁舎別館解体

引越DB選定

仮移転

DB選定

道路・駐車場整備②
道路・駐車場

整備③

児童会館

創作館

解体

広場・公園整備②

道路・駐車場整備④道路・駐車場関連実施設計(全体)

実施設計

広場実施設計

（文化交流施設と一体的に実施予定）

庁舎別館

解体設計

児童会館

創作館

解体設計

測量調査

引

越

広場・公園整備①
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【R6.4 基本設計】

【R5.3 基本構想・基本計画】 ※積算はR4.1時点の物価による

※ﾚｼﾞﾘｴﾝｽ強化型ZEB実証事業について、設計内容を一部見直した場合、上限額が300,000千円となる場合があります。

３ 概算事業費と財源内訳 ※工事費抜粋

※

財源の再掲

国庫⽀出⾦ 道⽀出⾦ 地⽅債 その他 ⼀般財源 普通交付税措置 実負担額 特別交付税措置 実負担額

ﾚｼﾞﾘｴﾝｽ強化型ZEB実証事業 緊急防災・減災対策事業 庁舎建設基⾦

500,000 207,000 431,500
ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ建築物等先導事業 ⼀般単独事業

500,000 431,500
都市構造再編集中⽀援事業 過疎対策事業

695,900 695,900 200
⽂化交流施設 2,000 1,391,800 ｱｲﾇ政策推進交付⾦

(仮称)ｱｲﾇ歴史⽂化ｾﾝﾀｰ 360 250,200 200,000 50,000
都市構造再編集中⽀援事業 過疎対策事業

337,300 0 407,700 0 0
2,233,200 0 1,742,100 431,500 50,200 917,420 824,680 25,000 25,200

917,420 25,000
⇒普通交付税対象経費 都市構造再編集中⽀援事業 824,680 25,200 849,880

⇒特別交付税対象経費 1,033,200

1 新役場庁舎

0 0

合  計 4,457,000

208,770 25,000 25,200

3
外構（京町3号線延⻑ 含
む道路・公園・駐⾞場

整
備

- 745,000 285,390 122,310

0 0 487,130

0 0 144,900

2
⽂化交流施設

建
設

2,360 1,642,000

№ 施設名
区
分

⾯積
(㎡)

事業費
財源内訳 地⽅債 ⼀般財源

建
設

2,900 2,070,000 0493,600 0

交付税措置(70%)
地⽅債実負担額

特別交付税措置
町の実負担額(⼀般財源+地⽅債)⼀般財源実負担額

合 計

財源の再掲

国庫⽀出⾦ 道⽀出⾦ 地⽅債 その他 ⼀般財源 交付税措置 実負担額 特別交付税措置 実負担額

ﾚｼﾞﾘｴﾝｽ強化型ZEB実証事業 緊急防災・減災対策事業 庁舎建設基⾦

500,000 124,000 900,000
ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ建築物等先導事業 ⼀般単独事業

0 1,182,700
都市構造再編集中⽀援事業 過疎対策事業

1,203,700 1,203,800
ｱｲﾇ政策推進交付⾦

200,000 50,000
アイヌ展⽰ 250,000
震災アーカイブ 60,000 60,000

都市構造再編集中⽀援事業 過疎対策事業

604,600 614,800
公営企業

41,700
2,508,300 0 3,167,000 900,000 948,700 1,380,775 1,786,225 25,000 923,700

1,380,775 25,000
⇒普通交付税対象経費 都市構造再編集中⽀援事業 1,786,225 923,700 2,709,925

⇒特別交付税対象経費 1,808,300

地⽅債 ⼀般財源

451,315 205,185 0 300,900

0 0 25,000 85,000

86,800 1,219,900 0 270,300

842,660 361,140 0 267,500

外構（道路・公園・広
場・駐⾞場等）

新役場庁舎

2,675,000 0 0 267,500

整
備

- 1,562,000 0 0 300,900

№ 施設名
区
分

⾯積
(㎡)

事業費
財源内訳

建
設

2,952 2,977,000 0 270,3001

2
展
⽰

-
310,000

0 0 0

⽂化交流施設
建
設

2,969

3

合  計 7,524,000
交付税措置
地⽅債実負担額

特別交付税措置
町の実負担額(⼀般財源+地⽅債)⼀般財源実負担額

合 計

(税抜、単位︓千円)

(税抜、単位︓千円)
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 厚 真 町 出 納 検 査 報 告 書

令和５・６年度

５月分 令和　６年　５月　３１日現在
令和　６年　６月　２４日執行

各会計収支状況

会　計　区　分 年度 一般会計 国保会計 後期会計 介護保険会計 介護サ－ビス会計 簡水会計 公共下水道会計 歳入歳出外現金 合  計

5 11,230,258,904 590,430,481 95,700,739 624,291,846 44,398,028 757,148,662 272,438,490 0 13,614,667,150

歳　入　総　括 6 1,126,908,742 32,059,700 6,180,700 74,895,241 0 0 0 290,456,103 1,530,500,486

計 12,357,167,646 622,490,181 101,881,439 699,187,087 44,398,028 757,148,662 272,438,490 290,456,103 15,145,167,636

5 10,587,275,308 586,921,106 91,517,529 586,276,153 44,398,028 734,457,940 240,488,804 0 12,871,334,868

歳　出　総　括 6 945,010,704 31,988,321 5,349,771 49,679,616 16,407,154 0 0 94,276,103 1,142,711,669

計 11,532,286,012 618,909,427 96,867,300 635,955,769 60,805,182 734,457,940 240,488,804 94,276,103 14,014,046,537

5 642,983,596 3,509,375 4,183,210 38,015,693 0 22,690,722 31,949,686 0 743,332,282

差　引　残　額 6 181,898,038 71,379 830,929 25,215,625 -16,407,154 0 0 196,180,000 387,788,817

計 824,881,634 3,580,754 5,014,139 63,231,318 -16,407,154 22,690,722 31,949,686 196,180,000 1,131,121,099

5 0 0 0 0 0 0 0

6 0 0 0 0 0 0 0

5 0 0 0 0 0 0 0

6 0 0 0 0 0 0 0

5 0 0 0 0 0 0 0

6 -20,000,000 0 0 0 20,000,000 0 0

5 642,983,596 3,509,375 4,183,210 38,015,693 0 0 688,691,874

現 在 出 納 額 6 161,898,038 71,379 830,929 25,215,625 3,592,846 196,180,000 387,788,817

計 804,881,634 3,580,754 5,014,139 63,231,318 3,592,846 196,180,000 1,076,480,691

苫信普通預金 道銀預金 農協貯金 漁協貯金
ゆうちょ銀行
振替貯金

ゆうちょ銀行
振替貯金　一般

ゆうちょ銀行
振替貯金　公

合計

997,336,895 32,865,956 34,575,237 4,553,675 1,016,935 910,793 5,221,200 1,076,480,691

一 時 借 入 金

基 金 繰 替 金

一 時 繰 替 金

資 金 保 管 状 況 公
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令和５年度分
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令和　５年度 ５月分 歳計現金及び歳入歳出外現金等収支現計表 令和　６年　６月１１日作成

（単位：円）

前 月 か ら の
繰    越    額 本　月　分 累　　計 本　月　分 累　　計

( -613,000,000 ) ( 0 )

0 0

( -98,000,000 ) ( 0 )

0 0

( -47,000,000 ) ( 0 )

0 0

( -42,000,000 ) ( 0 )

0 0

( 0 ) ( 0 )

0 0

( 0 ) ( 0 )

0 0

( 0 ) ( 0 )

0 0

( -187,000,000 ) ( 0 )

0 0

( -800,000,000 ) ( 0 )

0 0

( 0 ) ( 0 )

0 0

( -800,000,000 ) ( 0 )

0 0

（注）１．（）内は、本月分の一時繰替金、一時借入金を示す。

収支残高差引過不足額

11,432,584,308 -202,325,404 -202,325,404

支 出

1,361,129,534
一般会計

一時繰替金 一時借入金区 分
収 入

歳

計

外

現

金

等

国民健康保険事業特別会計

介護保険事業特別会計

介護サービス事業特別会計

簡易水道事業特別会計

公共下水道事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

　小 計

136,318,300

84,996,586

1,773,242

588,808

-3,309,278

31,949,686

4,673,984

0

256,991,328

1,635,485,830

120,673,028

256,991,328

11,230,258,904

5,385,546 95,700,739

10,622,777

0 757,148,662 0

2,192,62843,603,820 44,398,028

31,949,686

4,183,210

3,509,375

38,015,693

0

-3,309,278

-127,976,718

-127,976,718

586,921,106

0

74,348,686

44,398,028

3,509,375

93,865,228 624,291,846 586,276,153 38,015,693

16,552,437 590,430,481 39,648

0

760,457,940 -3,309,278

0 272,438,490 0 240,488,804 31,949,686

5,876,320 91,517,529 4,183,210

74,348,686

1,794,892,861 13,614,667,150 1,379,860,907 13,742,643,868 -127,976,718

159,407,031 2,384,408,246 18,731,373 2,310,059,560

00 0 0 0

特

別

会

計

-127,976,718

  歳    計    現    金    計

  歳  計  外  現  金  等  計

　合 計
1,794,892,861 13,614,667,150 1,379,860,907 13,742,643,868

－ 68 －



令和６年度分
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令和　６年度 ５月分 歳計現金及び歳入歳出外現金等収支現計表 令和　６年　６月１１日作成

（単位：円）

前 月 か ら の
繰    越    額 本　月　分 累　　計 本　月　分 累　　計

( -15,000,000 ) ( 0 )

-20,000,000 0

( -2,000,000 ) ( 0 )

0 0

( -1,000,000 ) ( 0 )

0 0

( 20,000,000 ) ( 0 )

20,000,000 0

( -2,000,000 ) ( 0 )

0 0

( 15,000,000 ) ( 0 )

20,000,000 0

( 0 ) ( 0 )

0 0

( 0 ) ( 0 )

0 0

( 0 ) ( 0 )

0 0

( 0 ) ( 0 )

0 0

( 0 ) ( 0 )

0 0

（注）１．（）内は、本月分の一時繰替金、一時借入金を示す。

収支残高差引過不足額

945,010,704 181,898,038 161,898,038

支 出

293,162,036
一般会計

一時繰替金 一時借入金区 分
収 入

歳

計

外

現

金

等

国民健康保険事業特別会計

介護保険事業特別会計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

　小 計

歳入歳出外会計

基金会計

310,621,623

968,465

23,964,968

0

1,161,000

204,433,068

541,149,124

159,438,451

26,094,433

336,716,056

1,126,908,742

0

204,433,068

47,965,304

6,180,700 6,180,700 4,510,771

16,407,1540 0

71,379

25,215,625

3,592,846

830,929

387,788,817

191,608,817

196,180,000

0

31,988,321

196,180,000

29,710,779

16,407,154

71,379

50,215,961 74,895,241 49,679,616 25,215,625

29,300,596 32,059,700 28,197,682

-16,407,154

5,349,771 830,929

9,710,779

245,135,708 1,240,044,383 390,242,947 1,048,435,566 191,608,817

85,697,257 113,135,641 97,080,911 103,424,862

196,180,000

0 0 0 0 0

47,018,291 290,456,103 55,271,359 94,276,103

196,180,00047,018,291 290,456,103 55,271,359 94,276,103

特

別

会

計

387,788,817

  歳    計    現    金    計

  歳  計  外  現  金  等  計

　合 計
292,153,999 1,530,500,486 445,514,306 1,142,711,669
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 厚 真 町 出 納 検 査 報 告 書

令和６年度

６月分 令和　６年　６月　２８日現在
令和　６年　７月　２５日執行

各会計収支状況

会　計　区　分 年度 一般会計 国保会計 後期会計 介護保険会計 介護サ－ビス会計 歳入歳出外現金 合 計

6 2,874,865,743 64,912,258 10,367,710 100,807,821 0 365,916,611 3,416,870,143

歳　入　総　括 0 0 0 0 0 0 0

計 2,874,865,743 64,912,258 10,367,710 100,807,821 0 365,916,611 3,416,870,143

6 1,565,566,255 69,558,358 11,726,680 98,418,188 16,504,768 161,483,926 1,923,258,175

歳　出　総　括 0 0 0 0 0 0 0

計 1,565,566,255 69,558,358 11,726,680 98,418,188 16,504,768 161,483,926 1,923,258,175

6 1,309,299,488 -4,646,100 -1,358,970 2,389,633 -16,504,768 204,432,685 1,493,611,968

差　引　残　額 0 0 0 0 0 0 0

計 1,309,299,488 -4,646,100 -1,358,970 2,389,633 -16,504,768 204,432,685 1,493,611,968

6 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

6 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

6 -29,000,000 6,000,000 3,000,000 0 20,000,000 0 0

0 0 0 0 0 0 0

6 1,280,299,488 1,353,900 1,641,030 2,389,633 3,495,232 204,432,685 1,493,611,968

現 在 出 納 額 0 0 0 0 0 0 0

計 1,280,299,488 1,353,900 1,641,030 2,389,633 3,495,232 204,432,685 1,493,611,968

苫信普通預金 道銀預金 農協貯金 漁協貯金
ゆうちょ銀行
振替貯金

ゆうちょ銀行
振替貯金　一般

ゆうちょ銀行
振替貯金

合計

1,373,466,197 44,674,397 65,335,769 6,138,785 505,200 100,000 3,391,620 1,493,611,968

一 時 借 入 金

基 金 繰 替 金

一 時 繰 替 金

資 金 保 管 状 況 公 公
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令和　６年度 ６月分 歳計現金及び歳入歳出外現金等収支現計表 令和　６年　７月　３日作成

（単位：円）

前 月 か ら の
繰    越    額 本　月　分 累　　計 本　月　分 累　　計

( -9,000,000 ) ( 0 )

-29,000,000 0

( 6,000,000 ) ( 0 )

6,000,000 0

( 0 ) ( 0 )

0 0

( 0 ) ( 0 )

20,000,000 0

( 3,000,000 ) ( 0 )

3,000,000 0

( 9,000,000 ) ( 0 )

29,000,000 0

( 0 ) ( 0 )

0 0

( 0 ) ( 0 )

0 0

( 0 ) ( 0 )

0 0

( 0 ) ( 0 )

0 0

( 0 ) ( 0 )

0 0

（注）１．（）内は、本月分の一時繰替金、一時借入金を示す。

収支残高差引過不足額

1,565,566,255 1,309,299,488 1,280,299,488

支 出

620,555,551
一般会計

一時繰替金 一時借入金区 分
収 入

歳

計

外

現

金

等

国民健康保険事業特別会計

介護保険事業特別会計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

　小 計

歳入歳出外会計

基金会計

161,898,038

71,379

25,215,625

3,592,846

830,929

196,180,000

387,788,817

1,747,957,001

29,710,779

191,608,817

2,874,865,743

0

196,180,000

48,738,572

4,187,010 10,367,710 6,376,909

97,6140 0

1,353,900

2,389,633

3,495,232

1,641,030

1,493,611,968

1,289,179,283

204,432,685

0

69,558,358

204,432,685

8,879,795

16,504,768

-4,646,100

25,912,580 100,807,821 98,418,188 2,389,633

32,852,558 64,912,258 37,570,037

-16,504,768

11,726,680 -1,358,970

-20,120,205

1,810,909,149 3,050,953,532 713,338,683 1,761,774,249 1,289,179,283

62,952,148 176,087,789 92,783,132 196,207,994

204,432,685

0 0 0 0 0

75,460,508 365,916,611 67,207,823 161,483,926

204,432,68575,460,508 365,916,611 67,207,823 161,483,926

特

別

会

計

1,493,611,968

  歳    計    現    金    計

  歳  計  外  現  金  等  計

　合 計
1,886,369,657 3,416,870,143 780,546,506 1,923,258,175
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 厚 真 町 出 納 検 査 報 告 書

令和６年度

７月分 令和　６年　７月　３１日現在
令和　６年　８月　２３日執行

各会計収支状況

会　計　区　分 年度 一般会計 国保会計 後期会計 介護保険会計 介護サ－ビス会計 歳入歳出外現金 合 計

6 3,076,042,592 101,751,962 18,546,610 203,404,651 0 454,067,077 3,853,812,892

歳　入　総　括 0 0 0 0 0 0 0

計 3,076,042,592 101,751,962 18,546,610 203,404,651 0 454,067,077 3,853,812,892

6 2,418,583,149 95,680,773 12,664,650 150,269,438 16,742,852 218,544,773 2,912,485,635

歳　出　総　括 0 0 0 0 0 0 0

計 2,418,583,149 95,680,773 12,664,650 150,269,438 16,742,852 218,544,773 2,912,485,635

6 657,459,443 6,071,189 5,881,960 53,135,213 -16,742,852 235,522,304 941,327,257

差　引　残　額 0 0 0 0 0 0 0

計 657,459,443 6,071,189 5,881,960 53,135,213 -16,742,852 235,522,304 941,327,257

6 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

6 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

6 -37,000,000 6,000,000 3,000,000 8,000,000 20,000,000 0 0

0 0 0 0 0 0 0

6 620,459,443 12,071,189 8,881,960 61,135,213 3,257,148 235,522,304 941,327,257

現 在 出 納 額 0 0 0 0 0 0 0

計 620,459,443 12,071,189 8,881,960 61,135,213 3,257,148 235,522,304 941,327,257

苫信普通預金 道銀預金 農協貯金 漁協貯金
ゆうちょ銀行
振替貯金

ゆうちょ銀行
振替貯金　一般

ゆうちょ銀行
振替貯金

合計

769,222,621 46,462,714 106,230,515 13,971,035 628,025 981,287 3,831,060 941,327,257

一 時 借 入 金

基 金 繰 替 金

一 時 繰 替 金

資 金 保 管 状 況 公 公
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令和　６年度 ７月分 歳計現金及び歳入歳出外現金等収支現計表 令和　６年　８月　１日作成

（単位：円）

前 月 か ら の
繰    越    額 本　月　分 累　　計 本　月　分 累　　計

( -8,000,000 ) ( 0 )

-37,000,000 0

( 0 ) ( 0 )

6,000,000 0

( 8,000,000 ) ( 0 )

8,000,000 0

( 0 ) ( 0 )

20,000,000 0

( 0 ) ( 0 )

3,000,000 0

( 8,000,000 ) ( 0 )

37,000,000 0

( 0 ) ( 0 )

0 0

( 0 ) ( 0 )

0 0

( 0 ) ( 0 )

0 0

( 0 ) ( 0 )

0 0

( 0 ) ( 0 )

0 0

（注）１．（）内は、本月分の一時繰替金、一時借入金を示す。

収支残高差引過不足額

2,418,583,149 657,459,443 620,459,443

支 出

853,016,894
一般会計

一時繰替金 一時借入金区 分
収 入

歳

計

外

現

金

等

国民健康保険事業特別会計

介護保険事業特別会計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

　小 計

歳入歳出外会計

基金会計

1,280,299,488

1,353,900

2,389,633

3,495,232

1,641,030

204,432,685

1,493,611,968

201,176,849

8,879,795

1,289,179,283

3,076,042,592

0

204,432,685

51,851,250

8,178,900 18,546,610 937,970

238,0840 0

12,071,189

61,135,213

3,257,148

8,881,960

941,327,257

705,804,953

235,522,304

0

95,680,773

235,522,304

85,345,510

16,742,852

6,071,189

102,596,830 203,404,651 150,269,438 53,135,213

36,839,704 101,751,962 26,122,415

-16,742,852

12,664,650 5,881,960

48,345,510

348,792,283 3,399,745,815 932,166,613 2,693,940,862 705,804,953

147,615,434 323,703,223 79,149,719 275,357,713

235,522,304

0 0 0 0 0

88,150,466 454,067,077 57,060,847 218,544,773

235,522,30488,150,466 454,067,077 57,060,847 218,544,773

特

別

会

計

941,327,257

  歳    計    現    金    計

  歳  計  外  現  金  等  計

　合 計
436,942,749 3,853,812,892 989,227,460 2,912,485,635
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